平成30年１２月

ひよこキッズ保護者各位
ひよこだより　　１月号　　　　　　　　　
かもがわ幼稚園

地域子育て支援事業部

ひよこキッズ担当　清水千寿子　山田智香
街のキラキラしたイルミネーションが美しく、大人も子どもも、気持ちをウキウキさせてくれる季節になりました。年
が明けますと一層寒さが厳しくなりますが、どうぞひよこルームで心も身体も暖かくなってください。多数のご参加をお待ちしています。

１月の予定（毎回１０：３０～１１：３０です）
	月
	火　
	水
	木
	金　

	７．
	8． 


	9． A

こま作り
　 身体を動かそう
	10. 　B

こま作り
　身体を動かそう
	11.  C

こま作り
身体を動かそう

	14.  成人の日（祝日）
	15. H 
新聞紙で遊ぼう

身体を動かそう
	16. ＫＬ
タオルで遊ぼう

身体を動かそう
	17.　D
こま作り

　身体を動かそう
	18.  E
こま作り
身体を動かそう

	21. Ｇ
新聞紙で遊ぼう

身体を動かそう
	22．J

新聞紙で遊ぼう

身体を動かそう
	23．A
新聞紙で遊ぼう
身体を動かそう
	24.  BD
 新聞紙で遊ぼう
身体を動かそう
	25. CE
新聞紙で遊ぼう
身体を動かそう

	28.　Ｉ
新聞紙で遊ぼう

身体を動かそう
	29.
	30．
	31．
	

	持ち物　フェイスタオルを１本 （ABCDE・GHIJの全部のクラスで使用します）
　　　（ハンドタオルではなく長いタオルを１月２月は毎回お持ち下さい。結んでボールにしたり体操に利用します）

	※1月2回目のB・C・D・Eクラスは、それぞれ２クラス合同で行います。

※１月2月3月もバースデーカードをプレゼントしますので、該当する方や以前に誕生月に休んでいた方はひよこキッズ終了後、部屋にお残りください。（皆さん1月に撮影します）
※１6日の０歳児クラスの電話受付・・・前日15日までに電話でお申込み下さい。（９３３－２２７３）定員２０名



○名札・シール帳は忘れずにお持ちください。ひよこルームに入ったら左胸に名札をつけ、出席シールを貼る習慣を付け
　てください。紛失された方は新たに購入できますのでお申し出ください。（名札１００円/シール帳１００円）
〇お休みされる場合は電話でお知らせください。(ご出産などで長期にわたる場合は特によろしくお願いします)
〇毎月のひよこだよりは当園のホームページに載せていますので、欠席されてひよこだよりが受け取れない場合はそ
　ちらをご覧ください。
○冬場も空気が乾燥していますので水分補給は必要です。引き続き水筒をお持ちください。

☆お知らせ・お願い☆
※ひよこキッズで遊ぶときは、必ず保護者の方がお子様の安全を見て下さい。

※傷害保険に加入していますが、保険の範囲外の責任は負えませんのでご了承下さい。
※ひよこキッズに妹弟さんをお連れになることは大歓迎ですが、両手で抱っこしていたり、動きたい盛りの下のお子さん
　に気をとられてばかりではお兄ちゃんお姉ちゃんの気持ちは複雑です。せっかくひよこキッズに参加しているのですか
ら「ひよこキッズの１時間は上の子のための時間！」「今日はこの子が主役。」と決めてその時間は抱っこひもやおんぶ
ひもなどのご利用をお勧めします。家ではちょっぴりがまんしているお兄ちゃんお姉ちゃんとのふれあいの時間にして
ください。
☆☆　子どものかわいい作品・・どうしていますか？　☆☆
　ひよこキッズで作ったり、お子さんがおうちで作ったりした物は、家の一番目立つ場所にすぐ吊り下げる、飾るなどしてあげ
ましょう。子どもにとって“ちょっと照れくさいけど、うれしい”という経験になると思います。「また作りたいな。またほめられたい。」という気持ちをどんどん育ててあげましょう。「大好きよ。大切に思ってるよ。」と言う言葉を使わずとも、子どもは『自分は大切な存在なんだ。』と思える経験は、たくさんさせてあげたいですね。飾ったあとは“どうしようか”と考えると思いますが、
絵などはポケットファイルに入れたり、かさ張るものは写真におさめて、作品集のアルバムを作ったり、パソコンに専用フォルダを
作ったりして大切な思い出として保管してはいかがですか？
～～ひよこの清水が家庭で“やっておいて良かった”と思っている保管方法をご紹介～～
子どもが幼稚園で作ってきた、おひな様やクリスマスの作品を、家のおひな様やクリスマスツリーの箱に一緒に入れて片付
けました。次の年、その次の年・・・箱を開けるたびに小さい頃の我が子の作品に出会えて、大きくなった子どもと一緒に笑え
ておすすめです。（場所も取らず、手間もかかりません）我が家の子どもはすっかり大きくなりましたが幼稚園時代の作品に
1年に1度出会えます。カラフルな帽子のサンタさんや、洋風な王冠をかぶったおひな様など幼児期の独創性のあるような
ものには、その後の小学校時代にはもう出会えませんので、「置いておいて良かった」と母は思っています。

～～「ＨＡＰＰＹ　ＨＯＬＩＤＡＹ！！」～～
クリスマスやお正月を経験して、ひとまわり大きくなられたお子さんに会えるのを
楽しみにしています。 
良いお年をお迎えください・・・。






